
固定治具

溶接

連結ボルト

3.ジョイント設置工
1） 連結部のボルト本締めと溶接を行う。
保持金物の溶接をサンダーで平滑に仕上げた後、タッチアップを行う。

4.養生工
1） 接着剤の硬化の養生時間を充分とる。

2) 通り、高さ、位置を再確認する。
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現場にて施工頂くジョイント継目部の接合手順になります

CDx型ブロフジョイントX
継目部接合手順

ブロフジョイントX
継目部接合手順



保持金物

接合面

固定治具

連結ボルト

接着剤塗布 接着剤塗布 スポンジ

（付属時のみ）

接続プレート

（２個使用）

ブチルテープ

（片面のみ）

4） 保持金物接合部のブチルテープ離型紙を剥がす。

5） 接続プレート取付け面に接着剤を塗布し、接合部片面に取付ける。
取付け後、反対面にも接着剤を塗布する。

接続プレート

6） 継目同士を突合せ、連結部のボルトを締め付ける。 
また本体とアンカー筋を仮溶接する。

7） 通り、高さ、位置を確認する。

CDx 型 20,30,40 用は、接続プレート不要。

接合手順の動画もご用意しています。
スマートフォン等で下記のＱＲコードから弊社ホームページへ接続し、
「継目部接合手順 ブロフジョイントCDx型」をタッチしてご覧いただくことができます。
どうぞご参考にご覧ください。

1.準備工
1） 材料確認(図面との整合確認)

※接合部に養生テープでスポンジが貼られている場合は、養生テープ、ブチルテープの
離型紙を剥がし、スポンジ片面に接着剤を塗布後、片側のゴム面に貼り付け、未塗布の
スポンジ面に接着剤を塗布する。

定尺断面接合 ゴムパッキン切断面接合

2.ジョイント仮設置工
1） 規定の予備圧縮量にセットされた
ジョイントを仮置きする。

2） 接着面を付属のシンナーで洗浄／脱脂する。

3） 接合部両面に接着剤を塗布する。
注①  Ａ剤、Ｂ剤をカップに余さず入れ、刷毛で混ざり合うよう10秒程度かき混ぜ

た後塗布する。
注②  特に夏の時期は可使時間が短くなるので、攪拌後は素早く塗布する。

【使用可能な時間の目安】　夏：１０分程度　　春秋冬：３０分程度

継目接合手順

ブロフジョイントCDx型 継目部接合手順


